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〇時間と労力を要する伝統的な漆塗は、画
像、文字、言語など、さまざまな注文内容
に対応するため効率が悪く、市場の需要を
満たすのに苦労している。伝統的な職人技
と現代的な効率性を組み合わせたロボット
ハンドは、生産と顧客サービスに革命をも
たらす可能性がある。さらに、デジタル技
術の統合が進み、漆工芸品の安全な取引と
認証の必要性が強調されるようになると、
現代の製品流通における重要な技術として
ブロクチェーンも必要不可欠となる。

〇「自己制御漆ロボット手描きプラット
フォームシステム」は、漆の手描き工程全
体を自動化する革新的なロボットソリュー
ションである。このインテリジェントなシ
ステムは、伝統的な職人技の真正性を維持
しながら、顧客の要望を効率的に解釈し、
材料調達と塗装を管理し、完成品の販売ま
でを一貫して行う。

このプロジェクトの成果として、次のよう
な実用化が可能である。

(a)カスタマイズされた漆アートの制作
(b)教育現場でのデモンストレーション
(c)商業生産の拡大
(d)素材や職人技の鑑定

本技術は、伝統工芸品である漆塗において、
手間がかかり非効率な側面を、最新のＩＴ技
術によって補う仕組みを提示するものです。
その際、ロボットやブロックチェーンなどの
特長をいかに活かすかが大きなポイントとな
ります。人手不足や技術継承の困難さが指摘
される昨今、伝統技術の良さを残しつつ、属
人化や生産性の低さを改善する１つの取組み
として今後の評価が期待されます。


	スライド 1

